
- 1 -

レディネステスト・確認テストの使い方

各単元の最初の授業で行い、生徒のレディネスを確認する。そして、○レディネステスト：

授業の手引きをその後の授業計画の参考資料として活用する。

各単元のまとめのテストとして利用し、学習の定着度を確認する。また、○確認テスト：

授業の手引きをその単元の指導計画の参考資料として活用する。

レディネステスト・確認テスト（教師用手引き）

凸レンズの性質（教師用手引き）
年 組 名前

① 図１は、虫めがねで光を集めているようすを表しています。図２のように光
を集めるには、虫めがねをア・イのどちらの方向に動かせばよいでしょうか。
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図１

虫めがねを動かす方向は、（ ）である。ア

「 」○小学校からの系統…小学校３年 Ｂ物質とエネルギー 日光の集光と反射
授業の手引き○

小学校では、光の集光について学習しています。

中学校では、凸レンズの働きについて学習します。
この問題では、 についてのレディネスを確認することができ光の集光

ます。

このレディネスは、中学校での凸レンズの焦点距離とそのつくる像の
関係を調べる学習に深くかかわってきます。凸レンズの学習の導入にお

いて、この虫めがねの性質を想起させることは、生徒の学習内容の深い

理解につながると考えられます。
凸レンズの学習は、中学校２年の「目のつくりと働き」に関さらに、

連付けて学習させることによって、生徒の科学的な思考を高めることが

できると考えられます。

問題を解くことによって見取れ

る力（４観点）を示してあります

（レディネス・確認テスト共通）

中学校の学習内容への系統を

（確認テスト）示してあります

図２

小学校の学習内容からの系統

（レディネス）を示してあります

中学校の学習内容のどこにかかわって

いるか示してあります

小学校でおさえて欲しいポイントを示

（確認テスト）してあります

どんなレディネスが確認できる

か示してあります

中学校の学習内容のどこにか

かわっているか示してあります

その後の授業展開の方向性を

（レディネス）示してあります

学習内容によっては、他領域との関連性

（レディネス）を示してあります


